
ジャステックにおける

「経営層による品質の監視と制
御」
の事例

（株）ジャステック

品質保証監査室 早川一夫
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• 会社創立 1971年

• 資本金 １３億７６０５万円

• 売上 １０２億円 （２００４年11月期）

• 社員数 約１０００名

• 事業内容 システムの調査、分析、設計、開発および販売

• 東証一部上場 ２００３年５月

• 認定・達成 「ＣＭＭＩレベル５」達成 （2003年10月）

「プライバシーマーク」使用の認証取得（1998年ＪＩＳＡ認定）

「品質保証規格ＩＳＯ９００１」認証取得（1996年JQA認定）

「高度ソフトウェア／サービス登録企業」（1993年ＩＰＡ認定）

「システムインテグレータ企業」（1990年通商産業省認定）

• ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.jastec.co.jp/

会社概要会社概要
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経営理念経営理念 マンパワーリースを排
除したソフトウエア開
発及び販売を専業とし

開発業務の多角化で
はなく開発分野の総合
化と流通化を図り、情
報社会に貢献する

外に向かって、地球と
人類に貢献する文化
活動、内に向かって
技術者の意識改革を
前提として、豊かで幸
せな人生を追求する

ソフトウエア市場の確
立のために顧客との
合意形成と開拓に先
導的役割をはたす

一分野一社主義
を原則とし顧客の
信用と安全を図る

社員持株制度を
採用し経営への
参加を認める
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基本戦略基本戦略

社会

高利益の維持 低廉で良質な製品の提供

株主 社員 顧客

オリジナルの生産管理システム

資本・営業・人事の独立

高い技術力

一括請け負い

一元化した外注政策

一分野一社主義で多数の一流クライアント

ソフトウエア会社の良心ないしは標準の追求

対象業務及びソフトウエア技術の広さ

オープンな能力主義と社内民主主義
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ＣＭＭＩ利用によるプロセス改善

●品質システムをより確実に運用し、品質システムを改善していく

ＣＭＭＩ利用によるプロセス改善

●品質システムをより確実に運用し、品質システムを改善していく

ISO9001の短所をＣＭＭＩ によって補強し、品質システムを発展させる

ＩＳＯ９００１による品質システム

●組織レベルで規程を整備し、運用基盤を確立した

ＩＳＯ９００１による品質システム

●組織レベルで規程を整備し、運用基盤を確立した

独自の生産管理

●プロジェクト管理の基本を確立した

独自の生産管理

●プロジェクト管理の基本を確立した

長所

プロセスの遵守/非遵守のみが基準で
プロセス能力の不足を見つけられない

ＣＭＭＩＩＳＯ９００１

短所
（限界）

ソフトウェアプロセスの分野別
に能力の達成レベルを測れる

運用や制度に言及がなく
強制力の仕組みは無い（注１）

内部品質監査・定期審査
制度による運用の遵守徹底

客観的指標により
プロセスの改善点を
掘り起こす

補
強

注１：ＣＭＭＩの短所は既にＩＳＯ９００１の長所で保全されている

独自の生産管理に基づく品質システム独自の生産管理に基づく品質システム

1980年頃～

1993年頃～

1998年頃～
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• 連続表現
– エンジニアリング分野の５ＰＡに
ついて能力レベル５

– その他の１８ＰＡについて
能力レベル３

• 段階表現での成熟度レベル５達成（2003年10月）
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購買課

プロセス資産－２

品質保証委員会

品質保証監査室(SQAG)
・内部品質監査
（規程の遵守度合いの監査に加えて
計画の妥当性や進捗状況のチェックも
実施）

・内部アプレイザル
（ＰＡ毎のゴールの達成度合いを評価）

・ＩＳＯ定期審査計画・準備
・ＣＭＭI正式アプレイザル計画・準備

品質保証推進室
・品質システム管理
（組織標準の管理）
・ベースライン管理＆見積もりモデル管理
・プロセス資産管理

製造
本部

プロセス改善グループ(SEPG)
・組織標準の適用支援
（テーラリングガイドを含む）
・開発計画立案・作成支援
・プロセス改善推進
（プロセス資産の登録・利用
促進を含む）

開発チーム ・プロセス改善推進
・プロセス実績登録

開発チーム ・プロセス改善推進
・プロセス実績登録

プロセス資産－１

検査課

・製品検査
（出荷承認）

品質保証活動

組織標準改訂提案

登録・利用

組織標準更新

製品検査

経営者

改善活動への改善活動への
コミットメントコミットメント

・調達管理
・リスク分析

会社選定
発注

納入

営業部

・要件管理
・リスク分析

教育課

顧客

・受注仕様書
・納入

・技術情報収集
・評価

・教育プラン設定

・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
提供

組織標準－プロセス定義
（品質マニュアル、
各種基準書、手順書）

組織標準－計数
（生産性、環境変数、テス
ト密度等の各種指標値）

プロジェクト－プロセス定義
（開発計画、品質記録、
標準化規約、事例集等）

プロジェクト－計数
（標準計数、実績計数）

内部品質監査
内部アプレイザル

機械化推進
委員会

技術課

・技術研究

・ツール設計

協力会社

・要求仕様（ＲＦＰ）
・検収
・顧客満足度

要求仕様（ＲＦ
Ｐ）標準開発

計画書

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
開発要求

発注依頼書 製品検査

製品移行

システム課

・ツール作成

技術ノウハウ情報・

・

プロセス資産－３

人事情報DB                     
ノウハウ蓄積DB            
顧客提案DB                   
設計ガイドDB                  
リスク事例DB                                 
･･
･

生産管理・品質保証体制生産管理・品質保証体制

経営資源の確保
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ーー品質保証計画と実施状況報告ー品質保証計画と実施状況報告ー

中長期計画（品質保証計画）
・品質方針
・外部動向を踏まえた品質保証業務の課題
・課題に対する各期の重点政策
・品質保証費用計画

中長期・年度計画での品質保証計画中長期・年度計画での品質保証計画

各部の品質保証報告（経営会議：月次）各部の品質保証報告（経営会議：月次）

製造本部
・ プロジェクト管理（製品検査合格率、納期達成率・・）
・ プロセス管理（顧客別Ｂ／Ｌ更新頻度、内部品質監査不適合率・・）
・ 技術

出荷後のバグ密度
基本設計（レビュー指摘密度、生産性・規模予実差異率・・）
・
・

テスト（バグ摘発密度、テスト密度、生産性予実差異率・・）
レビュー（工数比率、指摘件数比率、妥当性検査評点・・）

・支援（構成管理に起因するトラブル件数、日計入力率・・）

品質保証監査室
・プロセス品質保証（内部品質監査不適合数、内部監査生産性・・）
・品質システム管理（評定による是正課題件数、顧客満足度・・）

教育課
・教育（品質システム実施講座数、内部品質監査不適合件数・・）

検査課
・製品の品質保証（改善勧告数、製品検査原価比率、

内部品質監査不適合件数・・）

購買課
・購買（外注受入れ検査合格率、納期達成率、ランク別協力会社比率、

内部品質監査不適合率）

品質保証推進室
・プロセス実績管理（改善提案件数、是正処置の根本原因追求度・・）
・プロセス資産管理（プロセス資産登録数、プロセス資産利用件数・・）

各部の年度予算
（品質保証計画）

各部の品質保証
実施状況報告

品質の監視と制御の流れ品質の監視と制御の流れ
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１． 部署別品質目標

No. 尺度 ３４期予算 ３４期見込
製造本部 1 内部品質監査不適合率 ％

2 製品検査合格率 フェーズ初期検査 ％
3 フェーズ完了検査 ％
4 テストプロセス検査 ％
5 出荷リスク検査 ％
6 最終品質検査 ％
7 納品検査 ％
8 開発完了報告検査 ％
9 発注検査 ％
10 納期達成率 ％
11 是正処置期限切れ比率 ％
12 是正処置起票率 件数/ﾁｰﾑ数
13 出荷後バグ密度 件数／100Kｓ
14 仕様変更コスト比率 ％
15 内部レビュー指摘密度 件数/Kc
16 規模(Kc)の予実差異率 ％
17 生産性(円/Kc)予実差異率 ％
18 バグ摘発密度 件数/Ks
19 規模(テスト項目数)予実差異率 ％
20 テスト密度 項目数/Ks
21 生産性（円/項目)予実差異率 ％
22 レビュー工数比率 ％
23 レビュー指摘件数比率 ％
24 テストプロセス検査評点 点

３６期 ３７期品質目標項目部署名 ３５期

品質保証計画品質保証計画・・品質目標サンプル品質目標サンプル

翌期以降の目標は
３年分を設定

当期の予算と
実績見込み
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品質保証実施状況報告品質保証実施状況報告
①①品質目標による監視品質目標による監視

１． 部署別品質目標の達成状況

No. 尺度 予算 実績
製造本部 1 内部品質監査不適合率 ％

2 製品検査合格率 フェーズ初期検査 ％
3 フェーズ完了検査 ％
4 テストプロセス検査 ％
5 出荷リスク検査 ％
6 最終品質検査 ％
7 納品検査 ％
8 開発完了報告検査 ％
9 発注検査 ％
10 納期達成率 ％
11 是正処置期限切れ比率 ％
12 是正処置起票率 件数/ﾁｰﾑ数
13 出荷後バグ密度 件数／100Kｓ
14 仕様変更コスト比率 ％
15 内部レビュー指摘密度 件数/Kc
16 規模(Kc)の予実差異率 ％
17 生産性(円/Kc)予実差異率 ％
18 バグ摘発密度 件数/Ks
19 規模(テスト項目数)予実差異率 ％
20 テスト密度 項目数/Ks
21 生産性（円/項目)予実差異率 ％
22 レビュー工数比率 ％
23 レビュー指摘件数比率 ％
24 テストプロセス検査評点 点

問題点と対策品質目標項目部署名

目標と実績を対比し
実施状況を確認する。

差異について
原因を分析する。
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品質保証実施状況報告品質保証実施状況報告
②②是正処置課題による監視是正処置課題による監視

　是正処置課題完了率

0%
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12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

月

完
了
率

計画 実績

3.　部署別是正処置課題実施状況

予
算
内

予
算
外

外
部
内
部

製造本部 1 ○ ○

主管部署
項
番

今月度までの実施状況

生産性/品質環境変数の見直し
①生産性環境変数の見直し
②影響アクティビティと影響度
③第２アクティビティをなくすことに
   伴う生産性調整方式
④レビューアクティビティの取扱い
⑤テスト項目定義の相違による
   生産性変動の取扱い

期限

指摘
分類

今後の予定 実施部署

予算
分類

是正処置課題

是正処置課題
の完了状況

是正処置課題
個々の実施状況



2005/10/12 All right reserved,copyright JASTEC 12

【参考文献】

今回の発表では直接触れてはおりませんが、当社の監視・
測定の基盤となる見積モデルについの記事が以下の雑誌
に掲載されております。

興味のある方はご一読ください。

SEC journal No.2
発行：2005/4/25 独立行政法人 情報処理推進機構



2005/10/12 All right reserved,copyright JASTEC 13


